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（学位論文審査の結果の要旨）（明朝体11ポイント、600字以内で作成の
局所進行乳癌に対する術前化学療酷くNAC）は、術後補助化学療法と同程度の効果があるととも
に乳房温存症例を増加させることができることが示され、現在、標準治療の一つとなっている。
しかし、乳房温存術にはNAC後の乳癌の分布が重要になるが、これまでMR工を用いて画像病理
学的相関を検討した報告はない。そこで、NACが施行された27例の乳癌症例で、MRIにおける
縮小パターンと病理パターンの比較検討を行い、以下の点を明らかにした。
1）甑C後のMRI縮小ゲターンでは、タイプ1（周辺病変を伴わない求心性縮小）が最も多
く、タイプ2（周辺病変を伴う求心臆縮小）、濃染域の消失、タイプ3（多結節性病変
の残存を伴う縮小）の順であっ牢。
2）NAC後のMRIパタ」ンと病理学的パターンの一致率は48％であった。
3）mC後のMRIでタイプ1を示した症例の11例中7例で病理学的に周辺部に癌の残存を
認めた。
4）NAC後のMRIで病変が消失した6例中3例で病理学的に病変の残存を認めた。
5）MRIはNAC後の癌の広がり診断に有用であるが、周辺に碗存する微小な癌の描出困難な
場合があるので、乳房温存術の際の切除範囲は慎重に決定する必要がある。
本論文は、NAC後のMRIによる乳癌の広がら評価について新しい知見を与えたものであり、
最終試験として論文内容に関連した試問を受け合格したので、博士（医学）の学位論文に値す
るものと認められた。
（総字数　566　字）
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